
 

 

  

    
佐倉ひまわり通信 第 11号  令和元年 10月          宇田みおこＨＰ 

 

 

 

プ

ロ

フ

ィ

ー

ル 

１
９
６
４
年 

生
ま
れ
も
育
ち
も
佐
倉
。 

夫
（
社
会
福
祉
法
人
経
営
）
・
息
子
２
人

（
大
学
生
）
と
新
臼
井
田
在
住
。
息
子
夫
婦
・

孫
２
人
（
ノ
ル
ウ
ェ
ー
在
住
）
。 

東
洋
女
子
短
期
大
学
英
語
英
文
科
卒
。
在

米
女
子
柔
道
の
母
故
福
田
敬
子
先
生
（
柔

道
十
段
）
宅
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
。
フ
ィ
リ
ピ
ン

セ
ン
ト
ル
イ
ス
大
学
合
格
。
同
国
に
て
神
学

校
等
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
。 

Ｏ
Ｄ
Ａ
シ
ン
ク
タ
ン
ク
（
財
）
国
際
開
発
セ

ン
タ
ー
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受
賞
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｌ

傘
下
（
特
活
）
Ｊ
Ｃ
Ｂ
Ｌ
地
雷
廃
絶
日
本
キ

ャ
ン
ペ
ー
ン
、(

株)

日
本
フ
イ
ツ
シ
ヤ
、 

(

社
福)

下
総
プ
リ
ン
ス
ク
ラ
ブ
他
。 

地
域
活
動 

花
壇
の
手
入
れ
、
絵
本
読
み
聞

か
せ
、
高
齢
者
施
設
慰
問
、
自
治
会
パ
ト
ロ

ー
ル
、
踊
り
の
会
、
地
雷
廃
絶
日
本
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
会
員
他
。  

趣
味 

日
舞
、
太
極
拳
他
。  

柔
道
初
段
。 
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この度の台風１５号で被災された皆さまに、心よりお見舞い申し上げます。 

また、市民の皆さまにご不便をおかけしたこと心よりお詫び申し上げます。 

課題解決のため「佐倉市議会災害対応マニュアル」の作成が急務と感じております。 

おかげさまで議員になり半年が経ちました。今後ともご指導よろしくお願いいたします。      宇田みおこ 

 

佐

倉

市

議

会

議

員

の

費

用

弁

償

廃

止

を

提

議 

令
和
元
年
８
月
定
例
会
、
会
派
代
表
者
会
議
で
、
「
佐
倉
市
議
会
議
員
の
費
用
弁
償
廃
止
」
を
提
議
致
し
ま
し
た
。 

千
葉
県
内
３
７
市
の
う
ち
、
市
議
会
議
員
に
費
用
弁
償
を
支
給
し
て
い
る
の
は
佐
倉
市
と
君
津
市
、
富
津
市
、
匝
瑳
市
、

鴨
川
市
、
勝
浦
市
の
６
市
の
み
で
す
。
佐
倉
市
が
行
財
政
改
革
を
進
め
る
中
、
佐
倉
市
議
会
議
員
自
ら
が
歳
出
削
減
に 

取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ま
で
の
旧
態
依
然
と
し
た
佐
倉
市
議
会
を
改
革
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

宇
田
み
お
こ
は
、
私
利
私
欲
に
と
ら
わ
れ
ず
・
是
々
非
々
・
市
民
目
線
を
貫
く
こ
と
を
お
約
束
し
ま
す
。 

 

佐
倉
ひ
ま
わ
り
会
は
、
平
成
２
６
年
佐
倉
市
議
会 

２
月
定
例
会
に
「
陳
情
第
３
１
号 

県
下
１
０
万
人
以

上
の
都
市
の
う
ち
佐
倉
市
の
み
で
実
施
さ
れ
て
い
る
議

会
開
催
時
の
交
通
費
の
支
給
（
費
用
弁
償
）
の
廃
止
を

求
め
る
陳
情
書
」
を
提
出
致
し
ま
し
た
。 

 

付
託
委
員
会
で
あ
る
総
務
常
任
委
員
会
で
は
「
賛

成
な
し
」
で
不
採
択
。
本
会
議
で
も
「
賛
成
少
数
（
当
時

の
賛
成
議
員
は
、
松
原
章
議
員
、
上
ノ
山
博
夫
議
員
、

萩
原
陽
子
議
員
、
富
塚
忠
雄
議
員
）
」
と
残
念
な
が
ら

不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。 

 

平
成
３
０
年
度
決
算
で
は
、
３
年
連
連
続
単
年
度

収
支
赤
字
、
経
常
収
支
比
率
は
、
９
４
．
１
％
と
依
然

と
し
て
厳
し
い
財
政
状
況
が
続
い
て
お
り
、
経
常
的
経

費
の
削
減
が
必
須
で
す
。
ま
た
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
公

共
施
設
の
利
用
料
等
ご
負
担
を
お
願
い
し
て
い
る
中
、

財
政
改
革
を
率
先
し
て
行
う
べ
き
議
会
は
、
議
員
自

ら
が
襟
を
正
し
、
財
政
上
の
効
果
は
少
な
く
と
も
、
議

会
が
率
先
し
て
経
費
削
減
を
行
う
べ
き
で
す
。 

 

幸
い
な
こ
と
に
８
月
定
例
会
の
会
派
代
表
者
会
議

の
場
で
、
最
大
会
派
「
さ
く
ら
会
」中
村
孝
治
代
表
か 

 

 

 

８
月
定
例
会
会
派
代
表
者
会
議
に

議
員
の
費
用
弁
償
廃
止
を
提
議 

 

☆
費
用
弁
償
支
給
中
の
６
市 

●
佐
倉
市
（人
口
１
７
５
，
４
７
８
人
、
議
員
定
数
２
８
） 

●
君
津
市
（人
口
８
４
，
３
３
２
人
、
議
員
定
数
２
４
） 

●
富
津
市
（人
口
４
４
，
４
９
８
人
、
議
員
定
数
１
６
） 

●
匝
瑳
市
（人
口
３
６
，
４
６
６
人
、
議
員
定
数
１
８
） 

●
鴨
川
市
（人
口
３
２
，
８
９
７
人
、
議
員
定
数
１
８
） 

●
勝
浦
市
（人
口
１
７
，
３
２
５
人
、
議
員
定
数
１
５
） 

 
☆
近
隣
市
の
費
用
弁
償
の
実
態 

●
千
葉
市 

平
成
２
０
年
４
月
支
給
停
止 

（
人
口
９
７
８
，
１
５
８
人
、
議
員
定
数
５
０
） 

●
八
千
代
市 
平
成
２
０
年
４
月
支
給
停
止 

（
人
口
１
９
８
，
９
６
５
人
、
議
員
定
数
２
８
） 

●
成
田
市 

支
給
実
績
な
し 

（人
口
１
３
２
，
８
８
３
人
、
議
員
定
数
３
０
） 

●
四
街
道
市 

平
成
２
０
年
４
月
支
給
停
止 

（
人
口 

 

９
４
，
２
２
８
人
、
議
員
定
数
２
２
） 

●
八
街
市 

平
成
１
７
年
支
給
停
止 

（
人
口 

 

６
９
，
９
３
２
人
、
議
員
定
数
２
０
） 

●
印
西
市 

平
成
１
１
年
４
月
支
給
停
止 

（
人
口
１
０
１
，
４
０
６
人
、
議
員
定
数
２
２
） 

 

☆
佐
倉
市
議
会
が
支
給
中
の
費
用
弁
償
の
内
容 

市
議
会
が
公
式
に
開
催
す
る
本
会
議
、
常
任
委
員

会
、
議
会
運
営
委
員
会
、
会
派
代
表
者
会
議
、
全
員
協

議
会
、
予
算
・
決
算
説
明
会
、
議
会
が
主
催
す
る
意
見

交
換
会
等
す
べ
て
の
会
議
に
支
給
。
交
通
機
関
を
利
用

し
た
場
合
は
、
そ
の
実
費
、
車
賃
は
１
㎞
に
つ
き
３
７
円
。 

 

ら
、
議
員
の
費
用
弁
償
の
廃
止
に
関
し
て

は
、
近
隣
団
体
等
の
状
況
を
聞
い
た
う
え

で
、
検
討
の
是
非
を
含
め
て
考
え
た
い
と
の

ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

次
回
、
１
１
月
定
例
会
の
会
派
代
表
者

会
議
の
場
で
、
各
会
派
の
意
見
が
出
さ
れ

る
予
定
で
す
。
費
用
弁
償
廃
止
の
た
め
に
、

皆
さ
ま
の
お
力
を
お
貸
し
く
だ
さ
い
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

所

属

委

員

会 

 

●

議

会

運

営

委

員

会 

 

●

建

設

常

任

委

員

会 

 

●

広

報

公

聴

委

員

会 



議
案
第
２
９
号 

基
本
構
想
及
び
前
記

基
本
計
画
の
策
定
に
つ
い
て 

継
続
審
査 

 

本
市
に
お
け
る
令
和
２
年
度
か
ら
１
３
年
度
ま
で
の

基
本
構
想
及
び
令
和
２
年
度
か
ら
令
和
５
年
度
ま
で
の

前
記
基
本
計
画
を
策
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
。 

定
例
会
最
終
日
「総
合
計
画
関
連
議
案
審
査
特
別
委

員
会
が
設
置
」さ
れ
た
。
総
合
計
画
は
、
佐
倉
市
の
未
来

の
た
め
の
す
べ
て
の
計
画
の
基
本
で
あ
り
、
街
づ
く
り
を

進
め
て
い
く
た
め
の
指
針
と
な
る
計
画
で
あ
る
。  

 
 
 
 
 

宇
田
み
お
こ
は
、
建
設
委
員
と
し
て
審
議
に
あ
た
る
。 

 

３
．
真
野
台
・
染
井
野
地
区
に
隣
接
す
る
開
発
後
の

交
通
安
全
対
策 

６
月
議
会
に
続
き
質
問 

問 

６
月
議
会
で
は
、
通
学
路
の
安
全
対
策
を
地
域
の

方
々
と
共
に
考
え
る
と
の
答
弁
。
具
体
的
な
計
画
は
？ 

答 

例
え
ば
外
側
線
の
設
置
に
よ
る
歩
行
空
間
の
確
保

な
ど
、
開
発
事
業
の
完
了
時
期
ま
で
に
地
域
の
方
々
の

意
見
を
聞
き
な
が
ら
具
体
的
な
検
討
を
し
て
い
く
。 

 

４
．
鳥
獣
被
害
防
止
対
策 

６
月
議
会
に
続
き
質
問 

問 

ハ
ク
ビ
シ
ン
に
よ
る
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
被
害
等
、
農
家

の
方
が
大
変
困
っ
て
い
る
。
対
策
を
問
う
。 

答 

産
業
振
興
部
、
環
境
部
と
連
携
し
、
金
網
製
の
箱

わ
な
に
よ
る
捕
獲
等
の
設
置
に
取
り
組
む
。 

 

問 

イ
ノ
シ
シ
・
ハ
ク
ビ
シ
ン
・
ア
ラ
イ
グ
マ
が
増
加
し
て

い
る
。
手
遅
れ
に
な
る
前
に
、
鳥
獣
被
害
対
策
課
等
の

専
門
チ
ー
ム
の
設
置
が
必
要
と
思
う
、
見
解
を
問
う
。 

答 

機
動
的
な
対
応
が
必
要
な
場
合
に
は
組
織
体
制
の

検
討
の
必
要
性
も
生
じ
る
。
今
後
研
究
し
て
い
く
。 

 

５
．
公
共
施
設
の
こ
れ
か
ら
の
あ
り
方(

ミ
レ
ニ
ア
ム

セ
ン
タ
ー
佐
倉)

  

問 

佐
倉
市
民
防
災
啓
発
セ
ン
タ
ー
廃
止
へ
の
プ
ロ
セ
ス

と
後
利
用
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

市
民
防
災
意
識
の
高
揚
や
地
域
防
災
活
動
進
展

等
が
一
定
の
成
果
を
得
た
。
平
成
２
９
年
１
１
月
に
防

災
集
会
所
及
び
地
震
体
験
車
を
除
き
廃
止
を
決
定
。

後
利
用
は
市
民
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
、
利
便
性
や
市
全
体

の
公
共
施
設
と
の
調
和
あ
る
活
用
方
法
を
検
討
す
る
。 

 

問 

積
極
的
に
若
い
世
代
の
声
を
取
り
入
れ
た
セ
ン
タ

ー
活
用
が
、
少
子
化
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
重
要
。 

答 
後
利
用
検
討
に
は
、
ま
ず
施
設
の
現
状
、
駅
近
と
い

う
利
点
、
こ
れ
ら
を
精
査
、
分
析
し
、
そ
の
方
向
性
を
定

め
る
こ
と
が
肝
要
。
必
要
に
応
じ
て
、
利
用
者
と
な
る

市
民
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
方
法
と
し
て
、
議
員
提
案

の
ブ
レ
ー
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
を
初
め
、
適
切
な
手
法
を

用
い
て
積
極
的
に
意
見
の
聴
取
に
努
め
た
い
と
考
え
て

い
る
。  

 

問 

市
長
の
公
約
に
「子
育
て
す
る
親
に
は
佐
倉
を
ふ
る

さ
と
と
し
て
子
供
を
産
み
育
て
て
よ
か
っ
た
と
思
え
る

施
策
を
実
施
」と
あ
る
。
少
子
化
対
策
利
用
を
要
望
。 

   

岩
名
運
動
公
園
内
の
陸
上
競
技
場
の
名
称
を

小
出
義
男
記
念
陸
上
競
技
場
に
改
め
る
条
例
案 

故
小
出
義
男
氏
の
偉
大
な
業
績
と
市
へ
の
多
大

な
る
貢
献
に
対
し
て
は
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
１
．
財
政
面
・
緊
急
性
、
２
．

市
民
協
働
と
の
合
理
性
の
観
点
か
ら
反
対
し
た
。 

名
称
変
更
に
か
か
る
看
板
設
置
等
の
予
算
は
５
６

６
万
５
千
円
。
財
政
状
況
が
厳
し
い
中
、
限
ら
れ
た
財

源
で
、
台
風
１
５
号
に
よ
る
被
害
者
の
方
々
へ
の
支
援

を
最
重
要
、
最
優
先
で
行
う
こ
と
が
急
務
で
あ
る
。 

今
回
の
災
害
対
策
の
問
題
点
、
課
題
点
を
挙
げ
れ
ば

き
り
が
な
い
。
災
害
対
策
、
復
興
支
援
に
も
更
な
る
予

算
を
組
む
必
要
が
生
じ
る
。
今
回
の
名
称
変
更
事
業
は

不
要
不
急
の
事
業
で
あ
り
、
先
送
り
す
べ
き
で
あ
る
。 

今
回
の
名
称
変
更
に
関
し
行
政
は
、
「
佐
倉
市
市
民

協
働
の
推
進
に
関
す
る
条
例 

第
３
章 

政
策
形
成
過

程
参
加
手
続
（
政
策
形
成
過
程
参
加
手
続
の
実
施
）
第

７
条 

第
２
項 

(

１) 

軽
微
な
も
の
と
認
め
ら
れ
る
場

合
に
は
、
政
策
形
成
過
程
参
加
手
続
の
実
施
を
要
し
な

い
。
」
に
あ
て
は
ま
る
と
し
、
事
前
に
市
民
へ
の
周
知
を
せ

ず
、
意
見
公
募
等
も
行
っ
て
い
な
い
。 

岩
名
運
動
公
園
に
は
、
莫
大
な
市
の
予
算
が
投
入
さ

れ
て
お
り
、
市
民
の
大
切
な
財
産
で
あ
る
。
今
回
の
名
称

変
更
は
、
市
民
に
と
っ
て
決
し
て
軽
微
な
も
の
で
は
な

い
。
佐
倉
市
の
主
役
は
行
政
で
も
市
長
で
も
な
く
、
市
民

で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
市
民
協
働
と
の
合

理
性
が
な
い
と
判
断
し
た
。 

   

 

宇
田
み
お
こ 

８
月
一
般
質
問
内
容 

★
佐
倉
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
本
会
議
録
画
配
信
中 

１
．
経
常
的
経
費
の
削
減 

６
月
議
会
に
続
き
質
問 

問 

平
成
２
９
年
度
経
常
収
支
比
率
県
内
団
体
の
平
均

値
９
１
．
０
％
に
対
し
、
佐
倉
市
は
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
９
８
．

３
％
で
あ
る
。 

理
由
と
今
後
の
目
標
値
を
問
う
。 

答 

生
活
保
護
費
給
付
報
告
数
値
の
誤
り
に
伴
う
過
年

度
返
還
金
と
の
相
殺
な
ど
で
普
通
交
付
税
が
、
約
１
５

億
円
減
額
と
な
っ
た
た
め
。
類
似
団
体
の
平
均
値
以
下

を
成
果
指
標
と
設
定
し
て
い
る
。 

２
．
高
齢
者
・
妊
産
婦
・
子
育
て
世
代
等
へ
の
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
充
実 

６
月
議
会
に
続
き
質
問 

 

問 

高
齢
者(

運
転
免
許
証
自
主
返
納
者
を
含
む)

・
妊

産
婦
・子
育
て
世
代
等
へ
の
タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
制
度
の

現
在
の
検
討
状
況
・進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

タ
ク
シ
ー
利
用
料
金
の
助
成
も
含
め
検
討
す
る
。 

 

問 

高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
へ
の
緊
急
措
置
、
安
全
装
置
を

取
り
付
け
る
器
具
に
対
す
る
補
助
金
制
度
の
確
立
の
現

在
の
検
討
状
況
・
進
捗
状
況
に
つ
い
て
問
う
。 

答 

喫
緊
の
課
題
だ
と
認
識
し
て
い
る
。
制
度
の
早
期

の
確
立
に
向
け
て
前
向
き
に
検
討
を
進
め
て
い
く
。 

 

問 

南
部
地
域
か
ら
Ｊ
Ｒ
佐
倉
駅
と
聖
隷
・
東
邦
病
院

を
直
通
で
結
ぶ
公
共
交
通
の
確
保
が
必
須
で
あ
る
。 

答 

南
部
地
域
か
ら
聖
隷
病
院
等
へ
、
円
滑
な
乗
り
継

ぎ
や
乗
り
か
え
の
回
数
が
少
な
く
な
る
よ
う
路
線
バ
ス

運
行
会
社
ち
ば
グ
リ
ー
ン
バ
ス (

株)

へ
要
望
す
る
。 

 

問 

中
央
公
民
館
の
利
用
者
は
、
平
成
３
０
年
度 

１
０

万
４
，
２
６
１
人
で
あ
る
。
ま
た
、
第
５
次
佐
倉
市
総
合

計
画
書
素
案
の
重
点
目
標
に
、
健
康
寿
命
の
延
伸
、
生

涯
活
躍
の
場
の
創
出
、
生
き
が
い
づ
く
り
へ
の
支
援
を

推
進
す
る
と
あ
る
。
バ
ス
停
か
ら
公
共
施
設
間
の
歩
行

困
難
な
高
齢
者
の
利
用
が
多
い
。
バ
ス
停
や
駅
等
か
ら

離
れ
た
場
所
に
あ
る
公
共
施
設
と
駅
と
を
結
ぶ
公
共
交

通
機
関
の
確
保
が
、
高
齢
化
社
会
に
は
必
須
で
あ
る
。 

答 

市
内
の
公
共
施
設
は
、
ほ
と
ん
ど
が
公
共
交
通
機

関
を
利
用
で
き
る
状
況
に
あ
る
。
お
年
寄
り
の
外
出
時

の
利
便
性
に
配
慮
し
た
支
援
制
度
は
、
タ
ク
シ
ー
利
用

の
助
成
制
度
や
移
送
サ
ー
ビ
ス
な
ど
に
つ
い
て
検
討
し

て
い
く
。 
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答  

少
子
化
対
策
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
も
含
め
、
幅

広
く
検
討
し
、
立
地
、
特
性
な
ど
を
生
か
し
た
魅
力
あ

る
施
設
と
な
る
よ
う
努
め
て
い
き
た
い
。 

 

６
．
ご
み
問
題(

有
料
指
定
ご
み
袋
と
ご
み
収
集
制

度
の
改
善)

 
 

６
月
議
会
に
続
き
質
問 

問 

流
山
市
で
は
、
缶
、
瓶
の
回
収
に
は
ご
み
集
積
所

に
設
置
し
て
い
る
麻
袋
を
使
用
。
将
来
的
に
は
プ
ラ
製

以
外
の
素
材
の
選
択
肢
も
視
野
に
入
れ
る
可
能
性
は
。  

答 

国
が
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
資
源
循
環
戦
略
を
策
定
。
プ

ラ
製
品
に
つ
い
て
は
再
生
材
や
バ
イ
オ
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
利
用
を
促
進
す
る
と
し
て
い
る
。
国
の
動
向
を
参

考
に
、
選
択
肢
の
一
つ
と
し
て
研
究
し
て
い
き
た
い
。 

 

問 

近
隣
市
の
よ
う
に
資
源
ご
み
の
缶
や
瓶
は
１
個
、

１
本
か
ら
コ
ン
テ
ナ
回
収
で
き
な
い
か
？
高
齢
者
単

身
世
帯
の
方
々
か
ら
は
、
ご
み
袋
が
た
ま
ら
な
い
等
、

ご
み
袋
と
ご
み
集
制
度
の
改
善
を
求
め
る
声
が
多
い
。 

次
回
の
議
会
で
も
引
き
続
き
他
市
の
現
状
と
比
較
し
、

佐
倉
市
の
ご
み
袋
、
ご
み
収
集
方
法
改
善
を
求
め
る
。 

 

 

☆
残
念
な
が
ら
、
賛
成
多
数

に
よ
り
議
案
通
り
可
決
。 

＊
順
不
同
、
敬
称
略 

賛
成
１
７ 

さ
く
ら
会
、 

自
由
民
主
さ
く
ら
、
公
明

党
、
斎
藤
明
美
、
高
橋
と
み
お 

反
対
９ 

オ
ン
ブ
ズ
ひ
ま
わ
り

会
、
市
民
ネ
ッ
ト
、
共
産
党
、

玉
城
清
剛
、
稲
田
敏
昭 

   

 

８月定例会を終えて 

６月一般質問で「検討する。」と

の回答の質問に、引き続き検討/

進捗状況の答弁を求めた。「検討

して参ります。」ばかりで、進捗状

況に対する答えはない。 

いつまでこのやり取り、そして

「検討」は続くのだろうか？  

 ８／１５佐倉市平和式典にて 


